
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご坊さんだより 
202 5  

真宗大谷派 
（東本願寺）  桑名別院 本統寺 

月 

第４６号 

発行所：桑名別院 

発行人：長澤隆司 

年 

秋
季
彼
岸
会 

檉  

歩 

氏 

鈴 

鹿 

市  

安 

養 

寺  

住 

職 

岩 

田 

理 

恵 

氏 

松 

阪 

市  

道 

專 

寺  

坊 

守 

髙 

木  

彩 

氏 

四 

日 

市 

市  

信 

光 

寺  

住 

職 

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
に 

ち
ょ
っと
待
った
と
い
う
声
が
お
念
仏 

「
音
楽
法
要
」に
つ
い
て 

私
に
と
って
の 

慶
讃
法
要 

９ 

月 

21

日 
(

日)
 

９ 

月 

20

日 
(

土)
 

９ 

月 

23

日 
(

火)
 

さ
る
９
月
20
日
～
26
日
ま
で
の
７
日
間
、
「
秋
季 

彼
岸
会
」
を
お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。 

今
年
も
年
々
増
す
夏
季
の
暑
さ
に
不
安
視
す
る 

憂
い
を
よ
そ
に
「
秋
分
の
日
」
が
近
づ
け
ば
気
候
は 

一
転
し
、
毎
年
「
彼
岸
会
」
の
期
間
に
は
、
私
た
ち
の

思
惑
を
超
え
た
不
思
議
な
自
然
の
力
を
受
け
て
、
生
か

さ
れ
て
い
る
身
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。 

 

７
日
間
の
べ
３
０
０
人
を
超
え
る
方
々
に
お
参
り
い

た
だ
き
、
期
間
中
の
３
日
間
に
は
、「
三
重
教
区
桑
名
別

院
慶
讃
法
要
（
事
業
）」
を
推
進
し
て
お
ら
れ
る
僧
侶
よ

り
ご
法
話
を
い
た
だ
き
、「
彼
岸
会
」
は
じ
め
、
共
に
「
慶

讃
法
要
」
を
迎
え
る
こ
と
の
意
味
に
向
き
合
い
ま
し
た
。 

 
 

左
記
は
編
集
担
当
の
受
け
取
り
で
す
。 

編
集
担
当
の
受
け
取
り
で
す
。 

 

「
慶
讃
法
要
」
は
「
慶
び
讃
え
る
法
要
」
。 

 
 

と
も
す
れ
ば
、
そ
の
思
い
が
な
け
れ
ば
、
参
加 

す
る
資
格
が
な
い
、
必
要
が
な
い
と
考
え
る
の
は

妥
当
で
す
。
誰
で
も
愚
痴
が
出
る
と
き
は
あ
る
。 

し
か
し
、「
歎
異
抄
」
の
第
九
条
で
は
、
親
鸞
聖

人
自
身
も
い
つ
だ
っ
て
よ
ろ
こ
べ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
告
白
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
れ
が

人
間
の
あ
り
方
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
仏
は
年
中

無
休
24
時
間
、
私
に
は
た
ら
き
続
け
る
の
だ
と
。 

詩
人
シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン
の
絵
本

『
ぼ
く
を
探
し
に
』
は
、
欠
け
た
部
分
を
探
し
て

二
転
三
転
、
結
局
欠
け
た
ま
ま
で
生
き
る
話
。 

そ
れ
で
い
い
の
で
す
。
「
慶
讃
法
要
」
は
素
直
に

よ
ろ
こ
べ
な
い
人
に
こ
そ
、
「
〝
私
〟
と
し
て
生

ま
れ
た
意
味
」
を
た
ず
ね
る
出
発
点
な
の
で
す
。 

 

外
在
的
時
間
（
仕
事
や
生
活
）
が
い
か
に
利
便
化
・

短
縮
化
さ
れ
よ
う
と
、
心
に
焦
り
や
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
る
と
い
う
の
は
、
内
在
的
時
間
の
問
題
で
す
。 

釈
徹
宗
氏
（
相
愛
大
学
学
長
）
の
論
証
に
よ
る
と 

 
宗
教
儀
礼
は
個
人
の
内
在
的
時
間
を
伸
ば
し
、
心
の

余
裕
を
生
む
と
の
こ
と
。
例
え
ば
、
顔
も
知
ら
な
い 

先
祖
の
百
回
忌
を
勤
め
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は

命
の
継
承
（
つ
な
が
り
）
の
結
果
が
自
分
の
存
在
で
あ

る
と
い
う
自
覚
を
促
し
、
大
き
な
時
間
の
流
れ
へ
と

意
識
が
向
き
、
個
人
の
内
在
的
時
間
は
拡
張
さ
れ
る
。 

「
音
楽
で
法
要
す
る
」
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
。
音
楽

と
い
う
共
同
の
媒
介
が
「
大
き
な
流
れ
」
に
身
を
置
く

時
間
を
つ
く
り
、
参
加
者
全
員
の
時
間
感
覚
を
拡
張

す
る
。
そ
こ
に
は
、
歌
の
響
き
を
通
し
て
自
他
と
も
に

目
覚
め
て
い
く
、
尊
い
瞬
間
が
生
ま
れ
て
い
る
。 

「
法
事
は
何
回
忌
ま
で
や
れ
ば
い
い
の
？
」 

「
年
忌
法
要
は
人
集
め
が
大
変
だ
か
ら
平
日
家
に

い
る
人
だ
け
で…

」 
 

 

仏
事
（
法
事
）
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
た
め
で
は

な
く
、
今
を
生
き
る
「
私
」
の
あ
り
方
を
確
か
め
、

迷
っ
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
気
づ
く
た
め
に
あ
る
。

好
都
合
な
方
ば
か
り
に
流
れ
て
い
な
い
か
問
い
直

す
た
め
に
。
ち
ょ
う
ど
危
な
い
行
為
を
止
め
ら
れ
た

子
ど
も
が
「
う
る
さ
い
な
、
邪
魔
せ
ん
と
い
て
」
と

親
に
反
発
す
る
よ
う
に
、
つ
ね
に
た
す
け
よ
う
と
し

て
い
る
阿
弥
陀
仏
の
願
い
に
日
頃
気
づ
か
ぬ
私
た

ち
。
仏
具
を
磨
く
と
見
た
目
以
上
に
汚
れ
て
い
た
り

す
る
よ
う
に
「
仏
具
の
お
磨
き
」
含
め
、
あ
ら
ゆ
る

仏
事
は
煩
悩
の
垢
が
た
ま
っ
た
私
た
ち
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
呼
び
か
け
て
く
れ
る
入
口
な
の
で
す
。 

 

清掃奉仕 

仏具のお磨き 

彼岸会準備 
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◇ 晨朝（おあさじ）  毎日 7:00～ 

◇ 祥月経        毎日 9:00～ 

毎月 13、28 日は 13:00～、31 日は前日に兼ねます。 

 

 

  

  

◇ お夕事            毎日 16:00～ 

◇ 御命日のお参り  

先門首  13 日 / 親鸞聖人  28 日 

 
 
◇ 御歴代御命日   

10 月   2 日(木) 真如上人 第 17 代 

    5 日(日) 教如上人 第 12 代 

14 日(火) 巧如上人 第  6 代 

24 日(金) 顕如上人 第 11 代 

 

 

★  みんなで歌うワークショップ 
      10 月１2 日(日) 1６:00～18:00  会場：安養寺（鈴鹿市） 

     → 「みんなで歌う慶讃法要（2026年 3月１日クラギ文化ホールにて）」を 

僧侶・門徒ともに歌う音楽法要にておつとめします。 

 現在、三重教区合唱団「ひかり」とともに音楽法要に参加いただける 

方を募集しています。  
 

★  人と生まれたことの意味を考える いのちのフォーラム 
     〈第１回〉テーマ 老いと病と生を考える 

         講 師 中島 航 氏 (九州大谷短期大学准教授) 
 

      10 月 2９日(水) 19:00～20:30  会場：プロム津駅前 
 
     →   受講料 ： １回 1,000円（全６回参加 4,000円） 

※LINE登録者は１回 500円（全６回参加 3,000円） 

 

 

 

 

◇ 人生講座   会費 500 円 

  10 月５日（日） 7:00 ～ 8:00 

講師  西藤 孟志 氏           
(桑名市 慈航寺 住職） 

 

 
 
◇ 同朋の会 【正信偈のことばにふれる⑰】 

 10 月３日（金）13:00～15:00 会費 500 円 

講師 長澤 隆司 

    （桑名別院 輪番） 

 

    
◇ 桑名別院法話のつどい  

10 月１３日（月祝）13:00～15:00 

講師 藤井 基和 氏 
       （松阪市 慶法寺 住職） 

◇ 親鸞聖人御命日のつどい  
10 月２８日（火）13:00～15:00 

講師 竹田 彩子 氏 
       （三重教務所 書記） 

◇ 晨朝法話  
毎朝 7:00 からの勤行後  
法話 別院列座（１3 日、28 日の御命日は輪番） 

10 月の行事予定  
  

 

 

桑名別院 本統寺 

真宗大谷派（東本願寺）  住所 ▶ 〒５１１－００７３  三重県桑名市北寺町４７番地 

寺務所の開閉時間 ▶ 平日(土日祝以外) 9:00 ～17:00   
TEL ▶ (0594) -22 -0652  FAX ▶ (0594) -22 -0681  
メール  ▶ kuwanabetsuin@gmail.com  

 
 

※ 毎月第一金曜日開講。 

次回１１月７日(金) 講師 長澤 隆司（桑名別院 輪番） 

 

  
 
 

※毎月第１日曜日開講。 

11 月２日(日) 講師 原田 浩憲 氏 (津市 託縁寺 住職) 

 

 

 

法話(又は講演)のご案内 法要(お勤め)のご案内 

他の時間に祥月経をご希望の方、 
または年忌等、各種お参りをご希望の方は 
寺務所までお問い合わせください。 
 

前 日：13:00 より逮夜  
御命日：7:00 より晨朝、9:00 より日中 

 

 
 

◆  清掃奉仕活動  主催：桑名別院婦人会  
      １０月 ８日(水) ９:00～1１:00  

※ 14 日（火）9:00～14：00 報恩講お斎の試作を行います 

そ の 他 （ １ ０ 月 の 予 定 ） 

◆ — どなたでもお気軽にご参加いただける別院行事です。 

▶ — 別院各種会議（該当者にはすでにご案内をお送りしております） 

★ — 教区・別院の慶讃法要に関連した事業・イベントです。特設サイト ➠ 

前 日：1６:00より逮夜  
御命日： 7:00より晨朝 兼 日中 

お 知 ら せ ( 桑名別院 報恩講に向けて ) 

来る桑名別院報恩講（12 月 20 日～23 日）に向け、 
お斎などの仏事存続のため、ご奉仕いただける方が 
ございましたら、桑名別院までお申し出ください。 
右記のフォームからもお申込みいただけます。  
 ※ なお、各団体にて参加人数の取りまとめを 

行う行事には、個人でのお申し出は不要です。 
 
 

12 月４日(木)  9:00～11:00 ▸ 仏具のお磨き  
10 日(水)  9:00～11:00 ▸ 清掃奉仕活動  
15 日(月) 10:00～16:00 ▸ 仏華講習会 ① 
16 日(火) 10:00～16:00 ▸ 仏華講習会 ② 
18 日(木)  8:00～14:00 ▸お華束用の御餅作り 
19 日(金)  8:00～14:00 ▸お華束作り、お斎準備  
20 日(土)～23 日(火)  

全日 8:00～14:00 ▸お斎係・駐車場整理係等 
 
 

 

一
日
の
み
・一
部
の
み 

 
 

で
も
大
歓
迎
で
す 


